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みんな、 あつまれ～
おおしま JVC ・ 東和 JVC
（ジュニア･バレーボール・クラブ）

小学生部、 中学生部、 元気に活動中 !!

みんな、 あつまれ～
おおしま JVC ・ 東和 JVC
（ジュニア･バレーボール・クラブ）

小学生部、 中学生部、 元気に活動中 !!
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議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

第
４
回

第
５
回 

臨
時
会
賛
否
一
覧

一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

（
仮
称
）東
和
小
学
校
に
つ
い
て

一
般
質
問　

岡
﨑
裕
一
議
員

山
根
耕
治
議
員

一
般
質
問　

白
鳥
法
子
議
員

竹
田
茂
伸
議
員

議
長
公
務
・
監
査
委
員
活
動

議
長
新
年
あ
い
さ
つ
ほ
か

P2

P4

P6

P8

P10

P12

P14

P16

ご感想をいただきました

ありがとうございました　※原文のまま掲載しています

村井末廣さん

平野

藤本　司さん

西方

藤田勝也さん

小松

　「
伝
え
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち

　

子
育
て
真
っ
只
中
な
の
で
、
子
ど
も
た
ち

の
未
来
を
想
う
と
町
政
に
無
関
心
で
は
い
ら

れ
ず
、『
議
会
だ
よ
り
』
に
は
目
を
通
す
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
報
告
や
一
般
質
問
の
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
、
新
た
な
視
点
を
得
ら
れ
る
の

で
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
同
時
に
、
問
題

が
山
積
み
で
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
、

議
員
さ
ん
た
ち
に
「
頑
張
っ
て
！
」
と
陰
な

が
ら
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

第
67
号
の
令
和
２
年
度
決
算
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
な
ら
「
わ
か
ら
な
い
か
ら
」
と

読
み
飛
ば
す
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
囲
み
や
吹

き
出
し
の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
の
で
一
通
り

読
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
編
集
委
員
さ
ん

た
ち
の
「
伝
え
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
私
に
で
き
る
の
は
町
長
さ
ん
や
議
員

さ
ん
の
言
動
に
関
心
を
持
つ
こ
と
ぐ
ら
い
で

す
が
、
微
力
な
が
ら
町
を
動
か
す
力
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
読
み
や

す
い
『
議
会
だ
よ
り
』
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
誰
が
読
ん
で
も

　
　
分
か
り
や
す
い
内
容
を

　

以
前
よ
り
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が
増
え

て
、
読
み
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
各
委
員
会
で
議
員
が
顔
写
真

入
り
で
質
問
を
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
や
、

定
例
会
や
委
員
会
に
お
け
る
賛
否
一
覧

表
を
掲
載
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

議
員
が
普
段
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

良
い
取
り
組
み
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
決
算

や
議
員
報
酬
な
ど
の
数
字
を
多
く
掲
載

し
て
い
る
ペ
ー
ジ
や
、
全
体
を
通
し
て

専
門
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
部
分
は
分

か
り
に
く
い
と
感
じ
た
の
で
、
誰
が
読

ん
で
も
分
か
り
や
す
い
内
容
を
心
が
け

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

次
号
か
ら
も
、
議
員
の
皆
様
の
活
動

を
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
の
で
き
る
議

会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
問
題
続
行
の
ま
ま

　

町
議
会
の
役
割
を
前
提
と
す
る
町
民
を

代
表
し
て
町
民
の
意
思
を
反
映
し
、
町

民
の
生
活
に
深
く
か
か
わ
っ
て
議
事
を
考

え
、
進
め
る
こ
と
が
第
一
と
し
て
、
議
会

で
決
定
し
た
方
針
に
従
い
、
仕
事
を
す
る

の
が
、
町
長
や
教
育
委
員
会
等
の
「
執
行

機
関
」
で
あ
る
と
考
え
て
感
想
文
と
い
た

し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
が
決
算
書
の
関
連
事
項
を

読
む
の
か
疑
問
？
言
え
る
こ
と
は
町
議
会

が
町
政
の
決
算
に
つ
い
て
町
民
に
代
わ
り

調
査
・
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
伺
え
ま
す
。

　

町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
は
、
内

容
か
ら
見
て
町
民
に
取
っ
て
一
番
大
事
な

案
件
で
あ
る
か
が
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、

質
問
の
議
題
を
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
の
か

不
明
？
回
答
の
内
容
が
、
努
力
し
て
い
き

ま
す
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
、
検
討
し

ま
す
等
の
問
題
続
行
の
ま
ま
で
終
わ
っ
て

い
る
が
、
そ
の
実
行
計
画
を
責
任
も
っ
て

誰
が
遂
行
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
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議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

第
４
回
定
例
会
賛
否
一
覧

一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

一
般
質
問
一
覧
表

一
般
質
問　

栄
本
忠
嗣
議
員

　

田
中
豊
文
議
員

一
般
質
問　

吉
村　

忍
議
員

　

山
中
正
樹
議
員

議
員
活
動
報
告
ほ
か

P3

P5

P7

P9

P11

P13

P15

 よりよい紙面づくりに活かすため、

皆さまの元にお声を伺いにまいりま

す。その際には、ご協力をよろしく

お願いいたします。

 また、議会に対するご意見等ござ

いましたら、最寄りの議員もしくは

議会事務局へお願いいたします。

「議会だより67号を読んで」をテーマに

新谷照文さん

平野

辻　敏夫さん

久賀大崎

安本明代さん

西安下庄

　
検
討
の
結
果
や
途
中
経
過

　

町
外
か
ら
平
野
に
住
居
を
移
し
て
３
年

目
に
な
る
私
で
す
が
、
執
筆
を
依
頼
さ
れ

た
と
き
は
、
本
当
に
私
で
良
い
の
だ
ろ
う

か
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
機
会

と
、
ご
縁
に
感
謝
し
て
お
引
き
受
け
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
、
質
問
さ
れ
て

い
る
議
員
の
名
前
と
写
真
が
あ
り
、
聞
き

慣
れ
な
い
言
葉
が
あ
っ
て
も
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
見

や
す
く
読
み
や
す
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
の
要
望
と
し
て
、
各
委
員
会
や
一

般
質
問
の
回
答
で
「
検
討
す
る
」
と
あ
り

ま
す
が
、
検
討
の
結
果
や
途
中
経
過
を
知

り
た
い
の
で
、
議
会
だ
よ
り
に
盛
り
込
ん

で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
を
よ
り
良
い
町
に
す
る
た

め
の
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み
は
大
変
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
町
民
モ
ニ
タ
ー
の
活
用
で

　

最
近
、
誌
面
が
わ
か
り
や
す
く
工
夫

さ
れ
て
い
て
親
し
み
を
感
じ
る
。

　

今
後
、
町
民
モ
ニ
タ
ー
の
活
用
で
議

会
だ
よ
り
の
愛
称
、
議
会
傍
聴
や
地
域

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
声
も
反
映

願
い
た
い
。

　

気
軽
に
町
政
、
議
会
に
関
心
、
参
画
を

促
す
発
信
源
と
し
て
期
待
す
る
。

　
現
在
困
っ
て
い
る
の
は
イ
ノ
シ
シ

　

議
会
だ
よ
り
は
毎
号
目
を
通
し
、
一
年
間

は
保
存
し
て
い
ま
す
。

　

67
号
、
ま
ず
表
紙
の
98
歳
現
役
の
岡
本
次
郎

さ
ん
の
写
真
に
元
気
を
貰
い
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
な
ど
の
数
字
は
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
さ
ら
り
と
め
く
り
ま
す
が
、
各

議
員
さ
ん
の
議
案
の
賛
否
は
考
え
が
わ
か
る

の
で
、
し
っ
か
り
見
ま
す
。

　

議
員
さ
ん
の
各
委
員
会
の
所
属
、
意
見
は

関
心
が
あ
り
、
写
真
入
り
が
い
い
で
す
。
会
っ

た
こ
と
が
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
親

し
み
を
感
じ
ま
す
。

　

一
般
質
問
に
「
サ
ル
対
策
を
」
と
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
困
っ
て
い
る
の
は
イ
ノ
シ
シ

で
す
。
極
早
生
蜜
柑
は
食
い
ち
ぎ
ら
れ
、
野

菜
畑
は
荒
ら
さ
れ
ま
し
た
。
人
に
頼
ん
で
何

回
も
柵
を
作
り
網
を
張
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

実
情
を
知
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

編
集
後
記
を
読
み
、
編
集
に
力
を
注
い
で

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
興

味
を
持
ち
、
読
ん
で
町
の
こ
と
を
知
り
た
い

で
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご協力いただいた皆さま
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一般会計補正予算 3,300万円を可決　

令和３年第４回

周防大島町議会臨時会
令和３年11月19日㈮

令和３年第５回

周防大島町議会臨時会
令和３年11月29日㈪

藤本淨孝町長

提案理由の説明　➡

藤本淨孝町長

提案理由の説明　➡

※１ 賛否同数の場合は、議長が決することになります。

※２ 期末手当 (ボーナス )の支給月額を 1.675月分→ 1.525月分へ改めました。

(議員の場合)　414,060円 → 376,980円

審議した議案とその結果
賛成：〇　反対：●

結
　
　
果

山
中
正
樹

栄
本
忠
嗣

白
鳥
法
子

竹
田
茂
伸

山
根
耕
治

岡
﨑
裕
一

田
中
豊
文

新
田
健
介

吉
村　

忍

久
保
雅
己

小
田
貞
利

尾
元　

武

荒
川
政
義

専決処分の承認

※
１

一般会計補正予算（第10号） 3,300万円

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●農業用施設補助災害復旧事業 2,500万円
　　（砂田農業用取水施設測量設計業務

　　（農道和田線測量設計業務

2,200万円）

300万円）

●道路橋りょう補助災害復旧事業 800万円
　　（神浦・船越線測量調査設計業務

　　（町道本畑線測量調査設計業務

400万円）

400万円）

工事の請負契約

令和２年度 竹迫川河川災害復旧工事

　周防大島町大字和田地内　　7,840万9,408円
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議した議案とその結果
賛成：〇　反対：●

結　

果

山
中
正
樹

栄
本
忠
嗣

白
鳥
法
子

竹
田
茂
伸

山
根
耕
治

岡
﨑
裕
一

田
中
豊
文

新
田
健
介

吉
村　

忍

久
保
雅
己

小
田
貞
利

尾
元　

武

荒
川
政
義

条例の一部改正

※

１

一般職の職員の給与に関する条例等　※２ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

病院事業管理者が医師である場合の給与等

に関する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　ウッドショックによる木材価格の高騰のため、令和２年度若者定住促進住宅建築工事(明新住宅)の

変更契約の締結について専決処分の報告がありました。（437万8，000円増額し、9,435万8,000円）
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一般会計補正予算４億2,602万8,000円を可決

令和３年第４回

周防大島町議会定例会
令和３年12月６日～21日（16日間）

藤本淨孝町長
行政報告

提案理由の説明

➡

荒川政義議長

諸般の報告

➡

　12月21日現在の一般会計総額は、

　143億7,796万5，000円となりました

主な議案とその結果
賛成：〇　反対：●

結
　
　
果

山
中
正
樹

栄
本
忠
嗣

白
鳥
法
子

竹
田
茂
伸

山
根
耕
治

岡
﨑
裕
一

田
中
豊
文

新
田
健
介

吉
村　

忍

久
保
雅
己

小
田
貞
利

尾
元　

武

荒
川
政
義

補正予算

※
賛
否
同
数
の
場
合
は
、
議
長
が
決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一般会計(第11号） 3億5,851万7,000円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

一般会計(第12号） 6,751万1,000円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

病院事業特別会計 企業会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例の制定

機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例

➡

反対討論：田中豊文議員　

　賛成討論：新田健介議員➡
可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

条例の一部改正

周防大島町固定資産税の課税免除に関する条例等 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

周防大島町国民健康保険税条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

周防大島町立小学校及び中学校設置条例

➡

反対討論：田中豊文議員　

　賛成討論：吉村　忍議員➡

　　　　　　山根耕治議員➡

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

周防大島町国民健康保険条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画の策定

周防大島町過疎地域持続的発展計画

　賛成討論：白鳥法子議員➡ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書の提出

離島振興法の改正・延長を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　他の８議案（６特別会計の職員人件費調整等、公有水面の埋立関連の２議案）は、全会一致で可決しました。
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当初予算では令和３年度の捕獲数を

2,500 頭として計上していました。町のイノシシ捕獲委託料：7,000 円 / 頭

◯子育て世帯を応援！

　「子育て世帯臨時特別給付金支援事業」1億3,502万2，000円　財源：国庫支出金

　18歳以下の子どもを対象に、保護者（１人分）の所得が年収960万円未満の世帯

に５万円を２回に分けて給付します。

　本町では、1,332人分を見込んだ予算額になっています。

　国が自治体を通じて全国的に行う事業ですが、給付方法（10万円一括、

５万円を２回、現金とクーポンにするか）は、自治体が判断します。

○利用者が減少して困窮している温浴施設の指定管理者を支援！

　「公共施設管理維持体制強化事業」1,798万5，000円　財源：国庫支出

　町営の３つの温浴施設（竜崎温泉、潮風呂保養館、遊湯ランド）は、現在、

少しずつ利用者が戻ってきていますが、４月から10月はコロナ禍の影響で

大変少なかった。営業時間の短縮などの工夫で経費を節減されていますが、

赤字が大きいため、竜崎温泉に796万4，000円、潮風呂保養館に938万2，000円、

遊湯ランドに63万9，000円、それぞれ指定管理者に対し支援します。

◯イノシシ捕獲の補助金を増額

　「有害鳥獣捕獲事業」420万円　財源：一般財源

　今年度の捕獲実績を昨年度と比較すると、４〜７月は60〜70％でしたが、その後、８月は

116%に急増し、９月は123％となりました。そこで、昨年度の捕獲数に120％をかけて今後の

捕獲数を見込み、年間3,100頭として捕獲委託料を計算し、足りない予算を追加しました。

コロナ禍での追加支援

イノシシ捕獲数が増加したため予算を追加しました

3,023

今回の補正予算の中で

注目した事業や収入をピックアップ

してご紹介します。

Pick U
p!

Pick U
p!

一般会計補正予算合計　4億2,602万8,000円
  その中身は？
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片添ヶ浜海浜公園オートキャンプ場 令和３年８月は長雨、９月は緊急事態宣言の影響で減少。

○土地売却収入　　1,423万1，000円増

　町有地を４件売却しました（一般競争入札）。行政・病院事業改革特別委員会では、他の未利

用施設についても積極的に売却するよう、執行部と協議を重ね働きかけています。

◯［歳入］ふるさと寄附金　　1,550万円増

◯［歳出］ふるさと応援事業　2,395万5，000円増
　　　　　　　　　　　　　　（基金積立1,550万円、事務経費や委託料845万5，000円）

　ふるさと寄附金は、ふるさと納税制度を活用して応援したい自治体に寄附をするものです。

大島大橋貨物船衝突事故があった平成30（2018）年に多額の寄附をいただきましたが、今年度は

それに次ぐ額の寄附が見込まれています。

　本町では、「ふるさと応援基金」として積み立

てられ、まちづくりに計画的に活用されます。

　ふるさと納税は、自分の住んでいる自治体に

することもできます（ただし、地域産品などの返礼

品はもらえません）。

　返礼品の魅力が、ふるさと寄附金の増加にも

つながっています。２月９日には、出品されて

いる方々と、これから出品を考えておられる方々

を対象に勉強会が予定されています。ご興味の

ある方は、ぜひご参加ください！

（お問合わせは 0820-74-1007政策企画課まで）

◯［歳入］片添ヶ浜施設使用料　　838万6,000円増　財源：山口県

◯［歳出］公園等管理経費（片添ヶ浜海浜公園）　838万6,000円増（指定管理者へ）

　片添ヶ浜海浜公園は、コロナ禍でのキャンプ需要の増加と、指定管理者のさまざまな工夫に

より、当初の予定よりも多くの方にご利用いただき、大幅な増収となりました。この施設は、

県から町を経由して指定管理者へ委託をしています。

眠っている不動産を売却して町の収益に

ふるさと寄附金額が増加しました

アウトドアブームに乗ってオートキャンプ場が人気！

■令和元年度
■令和２年度
■令和３年度
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令和５年度の各小学校の児童数の見込み

①久賀 ②三蒲 ③明新 ④沖浦 ⑤東和 ⑥島中 ⑦浮島 ⑧安下庄 ⑨情島 合計

93名 21名 92名 18名 81名 22名 7名 32名 休校中 366名

周防大島町立小学校及び中学校設置条例の一部改正についてを賛成多数で可決

令和５年４月（仮称）東和小学校 を旧東和中学校で開校

森野小学校と城山小学校を統合
東和地区の小学校が１校に（休校中の情島小学校を除く）

東和地区小学校再編計画についての教育委員会の説明（要約）

・現在、町内９小学校のうち、複式学級のある学校が７校。

・子どもたちが変化の激しい社会に対応できる力を備え、人生の土台を養うにふさわし

い教育環境づくりのため、学校統合を検討する必要がある。

・閉校した東和中学校の校舎は、中学校の統合や少子化による影響を見据え、基本的な

構造を小学校仕様として建築している。

・本年４月に森野小学校と油田小学校が統合したが、その事前説明会の際に「東和地区

１校の小学校統合へ向けての準備を進めて欲しい。」との意見が多くあった。

・両学校区の地域説明会を行った結果、いずれも保護者や地域住民から反対意見はなく、

同意を得た。

①②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑨

⑦

（仮称）東和小学校

森野小学校

城山小学校



周防大島町議会広報　2022（令和 4年）第 68号9

岡 﨑 裕 一 議員（10 ページ）

１．負担の少ないがん検査について

２．イノシシの効率的捕獲の方策

栄 本 忠 嗣 議員（11 ページ）

１．地区防災計画及び個別避難計画の作成について

２．要援護者の避難生活支援について

白 鳥 法 子 議員（12 ページ）

１．男女共同参画に向けた町の本気度を問う

２．専決処分の報告をもっと丁寧に

吉 村 　 忍 議員（13 ページ）

１．新型コロナウイルス対策について

２．有害鳥獣対策について

（10 ページ）山 根 耕 治 議員
１．ヤングケアラーの実態把握について

（11 ページ）田 中 豊 文 議員
１．コンプライアンスに対する町の認識について（続編）

２．空き家所有者取り違えの件について

（12 ページ）竹 田 茂 伸 議員
１．地域課題に対する可視化について

２．地場産業活性化の取り組みについて

（13 ページ）山 中 正 樹 議員
１．電話詐欺防止について

２．マイナンバーカードから地方創生

一般質問
12月17日 (金)

　町政全般にわたる議員主導の政策議論の場です。

　12月定例会では、８名が登壇しました。

　登壇順に質問事項を紹介します。

　　QRコードから各議員の一般質問を視聴できます。
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画
期
的
な
が
ん
検
査
を
全
町
で
！

問　

尿
一
滴
で
全
身
15
種
類
の
が
ん

が
判
定
で
き
る
、
線
虫
を
利
用
し
た
、

体
に
負
担
の
な
い
エ
ヌ
ノ
ー
ズ
と
い
う

が
ん
検
査
が
あ
り
ま
す
。

　

受
診
率
の
向
上
、
早
期
発
見
・
治
療

の
た
め
、
本
町
で
も
実
施
で
き
な
い

か
。
ま
た
企
業
誘
致
の
観
点
か
ら
も
、

こ
の
検
査
の
拠
点
を
誘
致
で
き
な
い

か
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

拠
点
の
誘
致
は
前
向
き
に
検
討

答　

エ
ヌ
ノ
ー
ズ
検
査
は
、
国
の
指

針
に
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
本
町
の
検
診

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
現
在
、
受
診
率
は
低
い
で
す
が
、

複
数
の
検
診
を
一
日
で
受
診
で
き
る
よ

う
実
施
す
る
な
ど
、
今
後
も
受
診
率
の

向
上
に
取
り
組
み
た
い
。

　

エ
ヌ
ノ
ー
ズ
検
査
の
拠
点
の
誘
致
に

関
し
て
は
、前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

イ
ノ
シ
シ
の
効
率
的
捕
獲
を

問　

少
し
で
も
捕
獲
者
の
負
担
を
減

ら
し
、
も
っ
と
捕
獲
頭
数
を
増
や
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

手
間
が
か
か
る
毎
日
の
わ
な
の
見
回

り
は
、
設
置
場
所
の
持
ち
主
の
方
が
行

い
、
捕
獲
を
確
認
し
た
場
合
、
捕
獲
者

ま
た
は
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
執
行
部

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
連
絡
は
農
林
課
へ

答　

捕
獲
者
の
負
担
は
理
解
し
て
い

る
も
の
の
、
法
律
上
、
設
置
及
び
見

回
り
は
資
格
を
持
っ
た
捕
獲
者
が
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
被
害
が

出
る
と
、
捕
獲
者
、
依
頼
者
が
話
し

合
い
、
わ
な
を
設
置
し
ま
す
。

　

今
後
被
害
を
受
け
た
地
域
に
関
し
て

は
、
農
林
課
に
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
対
策
を
検
討
し
ま
す

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
は
？

問　

近
年
、
貧
困
の
問
題
が
全
国
で

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
、
特
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　

全
国
の
子
ど
も
の
７
人
に
１
人
が
相

対
的
な
貧
困
状
態
に
あ
る
と
い
わ
れ
、

山
口
県
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
で
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
実
態
の
把
握
と
対
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す

答　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は

10
月
に
小
中
学
校
で
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
該
当
す
る
児
童
生
徒
は
確
認
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

家
庭
内
の
こ
と
で
把
握
が
難
し
い

問
題
で
す
が
、
学
校
と
の
情
報
共
有

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
い
、
学
習
や

登
校
に
影
響
が
出
る
前
に
必
要
に
応

じ
て
関
係
機
関
と
連
携
し
て
適
切
な

対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

要
望　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
自

分
の
可
能
性
を
追
求
し
、
貧
困
な
ど

の
理
由
で
夢
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
引
き
続
き
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

岡
﨑
裕
一 

議
員

山
根
耕
治 

議
員

拠点を設け、

がんの早期発見を！

　貧困の中にある人を支援する非営利の

雑誌「ビッグイシュー」

　詳しくは「ビッグイシュー基金」で検索を

　ヤングケアラーとは、本来は大

人が担うようなケア責任を引き

受けて、家事や家族の世話、介護

などを行っている子どものこと

です。学習や登校に支障をきた

したり、進学をあきらめたりす

る問題が起きています。

　ヤングケアラーについてのご

相談は、教育委員会学校教育課

0820ｰ78ｰ2204までお願い

します。
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地
区
防
災
・
個
別
避
難
計
画
作
成
を

問　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
地
域

内
で
の
助
け
合
い
が
重
要
だ
と
考

え
ま
す
。

　

全
て
の
地
域
で
、
地
区
防
災
計

画
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

な
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
個
別
避
難

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

地
域
へ
の
支
援
や
周
知
啓
発
を

答　

今
後
、
よ
り
多
く
の
地
域
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
自
治
会

へ
の
働
き
か
け
や
、
地
域
に
出
向

き
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
地
区

防
災
計
画
の
策
定
に
つ
な
げ
た
い
。

　

ま
た
、
防
災
部
局
、
福
祉
部
局
、

避
難
支
援
を
行
う
関
係
者
が
連
携

し
、
個
別
避
難
計
画
の
策
定
を
進
め

る
た
め
の
支
援
や
周
知
啓
発
等
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

要
援
護
者
の
避
難
生
活
支
援
を

問　

避
難
所
で
の
生
活
が
困
難
な
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
妊
婦
や
乳
幼
児
等

に
対
し
、
特
定
の
福
祉
避
難
所
へ
移

送
す
る
計
画
の
策
定
。

　

ま
た
、
移
送
で
き
な
い
場
合
も
想

定
し
、
指
定
避
難
所
へ
洋
式
ト
イ
レ

や
手
す
り
の
設
置
、
介
護
ベ
ッ
ド
、

車
い
す
を
準
備
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

総
合
的
に
検
討
し
ま
す

答　

現
在
、
移
送
計
画
は
作
成
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
、
必
要
に

応
じ
て
広
域
消
防
等
と
協
議
し
体
制

の
強
化
を
図
り
た
い
。

　

ま
た
、
指
定
避
難
所
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
も
課

題
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、

財
政
状
況
や
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏

ま
え
、
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

法
令
遵
守
（続
編
）

問　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
重
要
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
一
方
で
、
随

意
契
約
や
労
務
管
理
に
お
い
て
法
令
違

反
の
実
態
が
あ
る
こ
と
の
乖
離
を
ど
う

埋
め
る
の
か
、
前
回
の
一
般
質
問
で
は

明
解
な
答
弁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
改
め
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
具
体
的
対
策
と
し
て
内
部

で
改
善
が
出
来
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

外
部
の
目
を
入
れ
る
仕
組
み
づ
く
り

を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

求
め
ま
す
。

法
令
遵
守
を
念
頭
に
職
務
に
従
事

答　

法
令
遵
守
を
念
頭
に
職
務
に
従

事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
っ

て
い
ま
す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
の
法
令

遵
守
の
徹
底
と
と
も
に
、
不
祥
事
を
起

こ
さ
せ
な
い
人
づ
く
り
・
組
織
づ
く
り

が
重
要
で
あ
り
、
再
発
防
止
に
徹
底
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

空
家
所
有
者
取
り
違
え
の
件

問　

個
人
所
有
の
建
物
解
体
費
を
公

費
負
担
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
真
の
所

有
者
へ
の
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
発
端
と
な
っ
た
戸
籍
事
務
の

取
扱
い
ミ
ス
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

再
発
防
止
策
を
講
じ
て
い
ま
す
か
。

再
発
防
止
に
取
り
組
む

答　

町
が
所
有
者
を
取
り
間
違
え
た

こ
と
で
、
費
用
負
担
す
る
必
要
が
な

い
方
に
費
用
を
負
担
さ
せ
た
こ
と
に

対
し
、
そ
の
費
用
を
賠
償
し
た
も
の

で
あ
り
、
真
の
所
有
者
へ
の
賠
償
請

求
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

戸
籍
事
務
に
つ
い
て
は
、
関
係
職

員
の
研
修
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
操

作
を
徹
底
し
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

栄
本
忠
嗣 

議
員

田
中
豊
文 

議
員

訓練を行うことで、防災力が

高まり、絆も深まります

戸籍の取扱いミスは

個人情報の漏えいに直結
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男
女
共
同
参
画
の
本
気
度
を
問
う

問　

４
月
に
始
ま
っ
た
男
女
共
同
参

画
計
画
の
中
に
「
審
議
会
等
に
お
け

る
積
極
的
な
女
性
委
員
の
登
用
を
進

め
る
」
と
あ
り
ま
す
。
新
設
の
審
議

会
等
や
委
員
の
変
更
で
女
性
委
員
の

割
合
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
？ 

　

ま
た
、
担
当
課
の
考
え
方
や
計
画

所
管
課
（
政
策
企
画
課
）
か
ら
の
働
き

か
け
は
？

　

令
和
７
年
度
に
女
性
割
合
を
30
％

に
す
る
と
い
う
目
標
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
は
？

今
後
は
具
体
的
に
取
り
組
む

答　

新
設
は
１
件
で
4.8
％
（
21
名
中
１

名
）
。
委
員
の
変
更
は
２
件
で
40.0
％

と
11.1
％
。

　

団
体
か
ら
の
推
薦
や
充
て
職
に
よ

る
た
め
、
結
果
的
に
女
性
が
増
え
な

か
っ
た
。
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
選
定

し
た
結
果
、
男
性
が
多
く
な
っ
た
。

　

計
画
策
定
後
、
各
課
に
計
画
を
配

り
内
容
を
認
識
し
た
上
で
積
極
的
な

女
性
の
登
用
に
取
り
組
む
よ
う
働
き

か
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
学
識
経
験
者
は
女
性
が

い
な
い
か
確
認
し
、
関
係
団
体
に
積

極
的
な
女
性
の
推
薦
を
働
き
か
け
た

い
。
職
員
の
意
識
改
革
を
し
つ
つ
各

課
へ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
！

要
望　

女
性
登
用
率
47
％
を
超
え
て

い
る
宇
部
市
な
ど
、
進
ん
で
い
る
自

治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
さ
れ
て

は
？

　

現
在
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
性
別
の

み
な
ら
ず
多
様
性
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
町
の
本
気
度
を
あ
ら
ゆ
る
事

業
・
施
策
に
織
り
込
み
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
多
様
な
人
々
を
巻
き
込

み
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

地
場
産
業
活
性
化
協
議
会
の
設
置
を

問　

全
国
の
未
開
拓
市
場
へ
の
販
路

拡
大
の
課
題
に
対
し
、
特
産
品
の
開

発
、
周
知
宣
伝
、
販
売
方
法
等
を
JA
、

JF
、
郵
便
局
、
銀
行
、
商
工
会
、
観
光

協
会
、
な
ど
の
異
種
事
業
者
が
連
携

し
、
お
互
い
に
協
力
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
合
わ
せ
た
町
主
体
の
地
場
産
業

活
性
化
協
議
会
を
設
立
し
て
は
い
か

が
で
す
か
。

必
要
な
時
に
設
立
を
考
え
た
い

答　

普
段
か
ら
多
業
種
で
横
断
的
に

協
議
を
行
う
場
が
な
い
の
が
実
情
で

す
。

　

現
在
、
経
済
産
業
省
が
本
町
で
の

「
異
業
種
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化

モ
デ
ル
」
を
検
証
中
で
す
。

　

そ
の
結
果
を
施
策
に
活
か
す
際
、

今
後
必
要
性
が
生
じ
た
と
き
、
協
議

会
等
の
設
置
を
考
え
た
い
。

地
域
格
差
の
な
い
住
み
良
い
町
と
は
？

問　

20
年
後
に
は
周
防
大
島
町
の
人

口
は
約
８
千
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
人
も
取
り
残
す
こ
と

な
く
定
住
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
行
政
と
町
民
に
よ
る
地
域
の
将

来
像
、
特
に
病
院
再
編
計
画
の
見
直

し
と
公
共
交
通
の
青
写
真
の
作
成
が

急
務
で
す
。

　

本
町
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
地
域

格
差
の
な
い
、
住
み
良
い
町
と
は
ど
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

答　

町
民
の
皆
様
が
、『
心
と
健
康
を

保
ち
自
然
と
と
も
に
生
き
が
い
や
、

住
み
や
す
さ
を
実
感
で
き
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
や
生
活
環
境
が
充
実

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
』
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
に
い
て
も
同
じ
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
、
住
民
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
て
い

く
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

白
鳥
法
子 

議
員

竹
田
茂
伸 

議
員

地域格差のない町づくりを!!

参画機会の格差改善のため、

男女いずれか一方に参画の機

会を積極的に提供する「積極的

改善措置」のことです。

※ポジティブアクションとは

ポジティブアクションのシンボルマーク

「きらら」

★
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そ
の
後
の
サ
ル
の
目
撃
情
報
は
？

問　

サ
ル
対
策
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
、
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
確
認
状
況
及

び
大
島
大
橋
本
土
側
下
部
の
サ
ル
が
侵

入
し
た
と
想
定
さ
れ
る
雑
木
の
伐
採
に

関
す
る
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
８
月
以
降
に
寄

せ
ら
れ
た
目
撃
情
報
を
伺
い
ま
す
。

８
月
19
日
を
最
後
に
…

答　

監
視
カ
メ
ラ
は
、
世
界
的
な
半

導
体
不
足
の
影
響
に
よ
り
、
設
置
が

遅
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
３
年

12
月
中
に
設
置
が
完
了
す
る
目
途
が

た
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
雑
木
の
伐
採

を
、
県
に
再
度
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
年

内
に
発
注
予
定
で
あ
る
と
回
答
を
得

て
い
ま
す
。

　

目
撃
情
報
は
、
８
月
19
日
を
最
後

に
、
３
ヶ
月
以
上
、
情
報
が
入
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
出
没
注
意
の
看
板
は
？

問　

過
去
の
議
会
に
お
い
て
、
２
度

前
向
き
な
答
弁
が
あ
っ
た
、
車
両
と

イ
ノ
シ
シ
と
の
衝
突
事
故
防
止
対
策

の
注
意
喚
起
看
板
の
設
置
が
進
ま
な

い
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

掲
示
を
進
め
て
い
き
た
い

答　

国
道
及
び
県
道
へ
の
設
置
は
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
山
口
県
へ
申
請

し
、
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
際
、
強
風
や
走
行
風
等
で
簡

単
に
飛
ば
な
い
よ
う
な
措
置
を
す
る

な
ど
条
件
が
厳
し
い
た
め
、
な
か
な

か
設
置
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
注
意
喚
起
看
板
に
つ
い
て
は
、

農
林
課
で
10
枚
製
作
済
で
す
の
で
、

ま
ず
は
交
通
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
、
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
掲
示
を

進
め
て
い
き
た
い
。

電
話
詐
欺
防
止
対
策
を
！

問　

迷
惑
電
話
・
電
話
詐
欺
防
止
の

た
め
に
、「
自
動
録
音
装
置
付
き
電

話
」
購
入
に
助
成
金
実
施
を
お
願
い

し
た
い
。

意
識
改
革
・啓
発
活
動
か
ら

答　

１
市
４
町
で
運
営
し
て
い
る
、
柳

井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、「
通
話
録
音
装
置
」
の
貸
し

出
し
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
実

績
は
過
去
３
年
間
で
５
件
と
い
う
状

況
で
す
。

　

ま
ず
は
、
住
民
の
方
の
不
安
を
あ
お

る
こ
と
な
く
、「
自
分
は
、
だ
ま
さ
れ

な
い
」
と
い
う
思
い
込
み
に
つ
い
て

の
意
識
改
革
、
そ
の
た
め
の
啓
発
活

動
か
ら
進
め
て
い
き
、
貸
し
出
し
件

数
や
相
談
件
数
が
増
加
す
る
よ
う
な

状
況
に
な
れ
ば
、
助
成
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

ス
マ
ホ
教
室
の
実
施
を
！

問　
「
高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室
」

を
行
政
主
催
で
、
実
施
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

実
施
に
向
け
て
調
整
中

答　
「
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室
」
は

旧
町
単
位
で
開
催
で
き
な
い
か
関
係

各
位
と
も
調
整
を
行
い
、
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
信
環
境
も
新
た
に
大
島

文
化
セ
ン
タ
ー
、
橘
総
合
セ
ン
タ
ー
、

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
民
館
・

図
書
館
で
児
童
生
徒
が
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

を
利
用
で
き
る
よ
う
環
境
の
構
築
・

拡
充
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

吉
村　

忍 

議
員

山
中
正
樹 

議
員

スマホ教室

速度を抑え、イノシシの飛び出
しに注意して走行しましょう。
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10月 13日～14日（東京）

全国離島振興市町村議会議長会

理事会
町村議会の制度・運営に関する

検討委員会

全国町村議会議長会理事会

全国町村議会議員互助会理事会

中国地区町村議会議長会会長

・事務局長会議

都道府県会長会

全国町村議会議員互助会代議員会

全国町村議員会館臨時評議員会

19日 山口県町議会実務研修会 (山口市)

29日 山口県後期高齢者医療広域連合議会

全員協議会(山口市)

令和３年第２回定例会(山口市)

11月 2日 山口県町議会議長会11月定例会
(山口市)

8日 山口県市町総合事務組合議会

第１回定例会 (山口市)

11月 9日 第 39回離島振興市町村議会議長

全国大会
11日 岩国基地周辺地域の

振興策に関する特別要望（東京）

17日 離島振興関係4団体による離島振

興法改正・延長実現に係る要請活動
（東京）

19日 議会運営委員会

第４回臨時会

24日～26日（東京）

多様な議員で構成された活力ある

地方議会を目指す全国大会

政党との懇談会

第65回町村議会議長全国大会

29日 議会運営委員会

第５回臨時会

12月 4日 林 芳正外務大臣就任祝賀会 (山口市 )

6日 第４回定例会（初日）

岩国基地関連対策特別委員会

行政・病院事業改革特別委員会

15日 学校跡地施設利用計画の協議（東京）

17日 第４回定例会（第２日）

全員協議会

19日 岸 信夫防衛大臣就任祝賀会 (岩国市 )

20日 行政・病院事業改革特別委員会

21日 議会運営委員会

第４回定例会（最終日）

24日 岩国市議会議長・副議長来庁対応

10月 7日 定期監査（教育委員会総務課・税務課）

28日 例月現金出納検査
（水道事業・下水道事業・病院事業・会計課）

10月 28日 定期監査（政策企画課）

11月 26日 例月現金出納検査
（水道事業・下水道事業・病院事業・会計課）

定期監査（学校教育課）

12月 23日 例月現金出納検査
（水道事業・下水道事業・病院事業・会計課）

定期監査（介護保険課）

新田健介監査委員
(議会選出）

10月～12月の議長の公務

10月～12月の実施状況

議長執務室

監査委員室

　10月から令和３年度の定期監査が始まりました。

　定期監査は、監査委員が行う監査の中でも代表的なもので、毎年度、少

なくとも１回以上期日を定めて行っています。

　どのようなものを監査するのかは地方自治法に定められており、主に各

課・各支所の財務に関する事務の執行（予算の執行、収入、支出、契約、現金

及び有価証券の保管、財産管理等）について、歳出簿や事業概要書などの提

出された書類等を中心に監査を行っています。

山口県町議会議長会及び山口県離島振興

市町議会議長会の会長に再任されました。

（任期：令和3年10月3日～令和5年10月2日）

荒川政義議長
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～研修が終わって講師の先生と～

早稲田大学マニフェスト研究所 事務局長　中村　健 氏
(前列右から３人目）

＊お詫びと訂正＊

　議会だより第67号５ページ「基金の状

況」の中に、「町の債権」とありますが、

正しくは「町の債務」です。

　お詫びして訂正をさせていただきます。

10月 6日 第２回周防大島町

人権教育推進委員会（久保）

7日 森野小学校と城山小学校の

統合に係る地域説明会（栄本）

15日 周防大島町

人権施策推進協議会（山中）

19日 山口県町議会実務研修会 ★
　（山中・栄本・白鳥・竹田・山根・

岡﨑・新田・吉村・小田・尾元）

26日 周防大島町学校跡地施設利用

　第 1回検討委員会

　　旧油田小学校（小田）

　　旧椋野小学校（新田）

27日 周防大島町学校跡地施設利用

　第 1回検討委員会

　　旧安下庄中学校（吉村）

28日 令和３年第２回

国民健康保険運営協議会（吉村）

11月 11日 令和３年度第 1回周防大島町

　社会教育委員会議及び

第 1回公民館運営審議会（久保）

15日 令和３年度周防大島町

子ども・子育て会議（新田）

19日 議会運営委員会

第４回臨時会

29日 議会運営委員会

第５回臨時会

第２回周防大島町学校跡地施設

　利用検討委員会

　　旧安下庄中学校（吉村）

30日 第２回周防大島町学校跡地施設

　利用検討委員会

　　旧椋野小学校（新田）

12月 6日 第４回定例会（初日）

議会広報編集特別委員会

岩国基地関連対策特別委員会

12月 6日 行政・病院事業改革特別委員会

15日 学校跡地施設利用計画の協議
（小田：東京）

17日 第４回定例会（第 2日）

全員協議会

20日 第２回周防大島町学校跡地施設

　利用検討委員会

　旧油田小学校（小田）

行政・病院事業改革特別委員会

21日 議会運営委員会

第４回定例会（最終日）

地域活性化・害獣・

防災対策特別委員会

22日 議会広報編集特別委員会

旧安下庄中学校利活用に係る

地域代表説明会（白鳥）

柳井地区広域消防組合議会

第２回定例会（久保・吉村）

24日 岩国市議会議長・副議長来庁対応
（尾元）

27日 柳井地域広域水道企業団議会

第２回定例会（山根）

28日 議会広報編集特別委員会

議 員 活 動 報 告

★ 10月19日㈫�　セントコア山口(山口市)で開催さ

れた山口県町議会議長会主催の議

会議員実務研修会に参加しました。
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議
長　

荒
川
政
義

新
年
の
ご
挨
拶

委員長	 吉村　忍

副委員長	 栄本忠嗣

委　員	 山中正樹　白鳥法子　竹田茂伸

	 山根耕治　岡﨑裕一

　明けましておめでとうございます。

　「いつの時代なの？」との声が聞こえそうですが、私の

子どもの頃には、正月にはコマ回し、かるた、凧揚げをして遊んでいまし

た。年賀状といえば、あて名書きはもちろんのことあいさつ文や挿絵まで、

すべてが手書きでした。最近では、お店や自宅のパソコンで印刷する方が

ほとんど。そればかりか、ＳＮＳで新年のあいさつを送信する方も増えてきています。

　さて、正月気分はこれくらいにしまして、習慣は、時代とともにゆっくり変化していきま

すが、グローバル時代に入り、ますます加速しています。我々は、変化に乗り遅れることな

く追従し、時には先読みして対応していくことが重要と考えます。

　本年も「議会だより」をご愛読いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

議会広報編集特別委員会委員　　竹　田　茂　伸

編集後記

編
集
委
員
会

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
町
議
会
の
活
動
に
対
し
、
日
頃
よ
り
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
議
員
一
同
、
衷
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
計
り
知
れ
な
い
影
響

が
長
期
に
わ
た
っ
て
続
き
、
爆
発
的
感
染
と
な
っ
た
第
５
波
の
収
束
と
と
も
に
、
今
後

の
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
対
策
、
移
住
・
定
住
対
策
、
福
祉
や
教
育
、
過
疎
化
・

高
齢
化
が
進
む
地
域
社
会
は
、
そ
の
維
持
と
再
生
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
９
月
議
会
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
様
の
安
心
安
全
を
大
前
提
と
し
、
地
域
活

動
を
再
開
さ
せ
る
た
め
に
、「
町
民
の
町
内
で
の
行
動
自
粛
制
限
の
緩
和
を
求
め
る
要

請
書
」
を
周
防
大
島
町
長
へ
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

取
り
戻
せ
つ
つ
あ
る
日
常
、
急
減
速
し
た
地
域
経
済
の
着
実
な
復
興
を
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
す
る
た
め
の
環
境
整

備
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
周
防
大
島
に
お
い
て
も
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
や
５
Ｇ
の
環
境
を

早
く
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
が
進
む
中
、
学
校
施
設
の
利
活
用
は
、
前
向
き
な
発

想
で
活
用
策
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
施
設
を
地
域
活
性
化
の
活

動
拠
点
に
す
る
こ
と
は
有
効
活
用
へ
と
つ
な
が
り
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

時
代
の
変
革
と
と
も
に
、女
性
や
若
者
を
は
じ
め
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
等
に
よ
り
、

多
く
の
方
々
の
声
を
反
映
し
、活
力
あ
る
議
会
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
信
頼
の
向
上
に
一
層
取
り
組
み
、
ご
期
待
に

沿
え
ら
れ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
、
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
幸
せ
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
を
申
し

あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議会広報・議事録を公開しています。

議事録は各図書館にも備えています。
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